
令和７年度いじめ防止プログラム点検・評価

月 実態把握等 実施結果 評価
各教科、

特別活動等
実施結果 評価 学生会活動 実施結果 評価

情報モラル
関連

実施結果 評価
教育相談・支

援
実施結果 評価 教職員研修 実施結果 評価 寮生活 実施結果 評価

PDCA（委員会
の開催）

実施結果 評価

こころと体の健康
調査（１、2年生）

1，2年生に対し、紙媒体で調査を実施した。
学生相談支援室で集計し、結果（リスク別の
人数、コメント）を担任に情報共有した。
また、高・中高リスク及び面談希望者に対し
て、個別にコンタクトをとり、16名のカウンセ
リングを実施した。

A 目的を達成し
た

新入学生の相談

修学における支援調査及び入学前健康調査
をもとに、新入学生8名に対し、入学式後,保
護者及び関係教員と面談を実施した。その
中で、教育的配慮が必要な新入学生6名に
ついて、関係職員に周知した。

A 目的を達成し
た

（通年実施）
学生相談Forms
の設置

令和2年度から引き続き、Formsによる学生
相談を通年で実施した。窓口や電話での相
談の申し出に抵抗のある学生から、メールで
の依頼が複数件あった。
また、どこへ質問・相談してよいか分からな
いが、困りごとを抱えている学生からも連絡
があり、従来の制度では拾えなかった学生
の声も掬うことができた。

＊　計画外の取り
組みを実施した

学校説明会・授
業参観・学級懇
談会（2～4年）

5月に実施した。

ＳＮＳ等利用に関
する講習会（1年
生、2年生）

特別活動の時間を利用して、都城警察署及
びBTV株式会社からそれぞれ講師を招いて
「SNSの利用に関する講習会」を実施した。
講習会では、講師から、インターネット・SNS
上においてやってはいけないこと（いじめ、名
誉棄損、誹謗中傷等）について指導いただい
た。

A 目的を達成し
た

健康相談
年度当初の身体測定時に、健康アンケート
を実施した。

A 目的を達成し
た

１年寮保護者懇
談会

5月2日(金)寮食堂にて開催した。入学後生
活を楽しめているか、食事をきちんと取れて
いるか等のアンケート調査して、入学後の様
子を保護者に伝える良い機会となっている。

A 目的を達成し
た

寮祭

5月11日（日）に本校第1体育館及び体育館
前駐車場において、寮祭を開催した。体育館
では、バンド演奏やダンス、コーラ早飲み選
手権等のステージイベントが開催され、体育
館前駐車場では、射的や輪投げ、ストラック
アウトなどの屋台のほか、キッチンカーの出
店もあった。通学生も、ダンス等、ステージを
大いに盛り上げてくれた。

A 目的を達成し
た

寮生総会

5月21日（水）に第2体育館で寮生総会を開催
した。事前にFormsでアンケートを実施し、寮
生から寄せられた困りごとや質問に対して、
寮生会及び寮指導部から回答があった。

A 目的を達成し
た

個別面談
随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

A 目的を達成し
た

寮マッチ

6月29日(日)バレーボールを実施し、熱戦が
展開された。16チームを4チームずつ4グ
ループに分けて予選リーグを行い、各グルー
プリーグから勝ち上がった4チームによる決
勝トーナメントはどの試合も白熱した試合で
声援や歓声も上がり大変盛り上がった。学
年性別を問わずたくさんの人と交流する機
会となった。

A 目的を達成し
た

授業担当者会議

前期中間試験終了後に、予定どおり実施し
た。（低学年生）授業担当者と担任間で、学
生に係る授業受講状況等に関する情報共有
を行い、以降の学生指導に繋げた。

A 目的を達成し
た

映画観賞会

6月13日(金)20時15分～22時40分、寮食堂
において、高千穂寮映画観賞会を開催した。
30名程度の学生が参加し、ホラー映画を鑑
賞した。

＊　計画外の取り
組みを実施した

Q-Uテスト 10月に実施した

学生向けいじめ
に関するアン
ケート調査

全学生を対象に7月7日から8月15日までの
期間、Formsにていじめに関するアンケート
調査を実施し、645名の学生から回答を得
た。
なお、回答内容を受け、学生指導部が学生
相談支援室と連携し60名の学生と面談を実
施し、全て完了している。また、アンケートの
結果については、10月開催のいじめ対策委
員会にて報告済み。

A 目的を達成し
た

個別面談
随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

A 目的を達成し
た

授業担当者会議

前期末試験終了後に、予定どおり実施した。
（低学年生）授業担当者と担任間で、学生に
係る授業受講状況等に関する情報共有を行
い、以降の学生指導に繋げた。

A 目的を達成し
た

1、2年生保護者
個別面談

前期末試験終了後に成績不振者を対象に
学級担任による保護者個別面談を実施し、
今後の学習における改善計画等について共
有した。

A 目的を達成し
た

9
【文部科学省】自
殺予防週間

自殺対策基本法に規定する自殺予防週間
（9/10～9/16）の啓発資料（文部科学省作
成、文部科学大臣からのメッセージ・各種相
談窓口情報）を学生へTeamsで周知した。

A 目的を達成し
た

FD研修 6月に実施した
中間評価と情報
共有

11月に実施した。

A 目的を達成し
た

A 目的を達成し
た

新寮生歓迎会

4月23日（水）20時から、本校第１体育館で、
新入寮生計69名（1年生：男子41名、女子27
名、留学生3年生女子1名）の歓迎会が開催
された。
寮役員全員による自己紹介や、高千穂寮周
辺の「私が好きなお店」の紹介があり、新入
寮生から、一人ずつ自己紹介があった。中に
はパフォーマンスを披露する新入寮生もお
り、会場を盛り上げてくれた。
新入寮生たちは、本会をとおして、何事も段
取り・準備を行い、模範行動を示し、下級生
へのお世話や場の仕切りと気遣いを行う「良
き伝統」も、上級生から感じとってくれたよう
である。

A 目的を達成し
た

A 目的を達成し
た

5
こころと体の健康
調査（３年生以
上）

3年生以上に対し、紙媒体で調査を実施し
た。学生相談支援室で集計し、結果（リスク
別の人数、コメント）を担任に情報共有した。
また、高・中高リスク及び面談希望者に対し
て、個別にコンタクトをとり、25名のカウンセ
リングを実施した。

A 目的を達成し
た

全学年同時開催でクラスマッチを実施した。
当日は学年や学科を超えて競技を行い、学
生間の繋がりを深めることができた

クラスマッチ
A 目的を達成し
た

ＳＮＳ等利用に関
する講習会（1年
生、2年生）

特別活動の時間を利用して、都城警察署及
びBTV株式会社からそれぞれ講師を招いて
「SNSの利用に関する講習会」を実施した。
講習会では、講師から、インターネット・SNS
上においてやってはいけないこと（いじめ、名
誉棄損、誹謗中傷等）について指導いただい
た。

心の健康管理
（特活・3年生）

紙媒体で実施した。学生相談支援室の対応
が必要と判断した学生、または担任から問
い合わせのあった学生について情報確認を
行った。
また、回答内容から、必要と判断した学生に
ついて、学生相談支援室が個別にコンタクト
をとり、カウンセリングを実施した。

A 目的を達成し
た

A 目的を達成し
た

年間計画の確認

年度計画を確認するとともに、発生した事案
についての情報共有及び対応手順の確認を
行い、必要に応じて改善案を委員会で検討
した。

学校説明会・授
業参観・学級懇
談会（2～4年）

5月2日に開催し、280世帯の保護者等の参
加があった。学校説明会では校長、副校長
（教務主事・学生主事・専攻科長）及び学生
相談支援室長がそれぞれ説明を行った。学
生相談支援室長からは、学生相談支援室の
概要（体制・相談内容・カウンセリング案内）
及び合理的配慮等に関する説明があった。

8
保護者へのアン
ケート

家庭でのスマートフォン・PCの取扱いについ
てルールを定めているか、学生相談支援室
を認知しているか、子どもの様子で最近変
わったことはないか等について、本科全学生
の保護者を対象にアンケートを実施した。
回答内容から、気になる学生について、担任
等の関係者と情報共有を行い、学生及び保
護者にコンタクトを取り、必要に応じてSC・
SSWによるカウンセリングを実施するが、今
回は、気になる学生はいなかった。

A 目的を達成し
た

A 目的を達成し
た

教職員向けいじ
めに関するセル
フチェック

2月に実施予定
中間評価と取り
組みの改善

学生間のいじめが疑われる案件について、
今後の指導方針を決定するとともに、情報共
有が必要な案件等がないかを確認した。

保護者個別面談
（1～4年）

学級担任が保護者との情報交換により相互
理解を深め、学生の指導に役立てるために
実施している。各学級担任と保護者で日程
調整し実施した。

FD・SD活動

6月16日に、「ハラスメントに関するFD・SD活
動」をテーマに、高専におけるハラスメント防
止や、より働きやすい環境を整えることを目
的として、具体的な事例や原因となるリスク
行動について共有した。

A 目的を達成し
た

7
ゲートキーパー
養成講座（1年
生）

都城市障がい福祉課より講師を招いて、通
常は大人向けに実施しているゲートキー
パー（悩んでいる人に気づいて声をかけ、話
を聞き、必要な支援につなげて、見守る心の
サポーターのこと）養成講座を、学生用にア
レンジし実施した。学生同士でペアを組み、
ロールプレイを行うなど、理論だけではなく実
際の活動も併せて行った。

A 目的を達成し
た

【宮崎県】いじめ
防止週間（いのち
の教育週間）

12月に実施。

6 PROGテスト

1年生（168名）及び4年生（153名）を対象に
実施した。1年生は6月18日、25日の特別活
動の時間に、4年生は6月10日、12日にクラ
ス別に実施した。
結果についてはリアセックより講師をお招き
し、結果表の見方やPROG試験結果を今後
の生活にどう役立てていくかなどを学生に説
明していただいた。（1年生：11月21日、4年
生：7月16日）なお、結果一覧については、各
学級担任へ情報共有し、10月24日にリアセッ
クによる教員向け説明会を実施した。

A 目的を達成し
た

ゲートキーパー
養成講座（2,3年
生）

都城市障がい福祉課より講師を招いて、通
常は大人向けに実施しているゲートキー
パー（悩んでいる人に気づいて声をかけ、話
を聞き、必要な支援につなげて、見守る心の
サポーターのこと）養成講座を、学生用にア
レンジし実施した。学生同士でペアを組み、
ロールプレイを行うなど、理論だけではなく実
際の活動も併せて行った。

クラスマッチや後期の文化祭において実施
可能なプログラムの立案（いじめ防止週間の
設定及び啓発活動）を進めていき、最終的に
は学生会役員を中心に両方とも実施するこ
とができた。

A 目的を達成し
た

学生の自主的な
活動計画

A 目的を達成し
た

A　目的を達成した　B　おおむね達成した　C　達成できなかった
＊　計画外の取り組みを実施した

A　目的を達成した　B　おおむね達成した　C　達成できなかった
＊　計画外の取り組みを実施した

4
心の健康管理
（特活・1年生、2
年生）

紙媒体で実施した。学生相談支援室の対応
が必要と判断した学生、または担任から問
い合わせのあった学生について情報確認を
行った。
また、回答内容から、必要と判断した学生に
ついて、学生相談支援室が個別にコンタクト
をとり、カウンセリングを実施した。

A 目的を達成し
た
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A　目的を達成した　B　おおむね達成した　C　達成できなかった
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A　目的を達成した　B　おおむね達成した　C　達成できなかった
＊　計画外の取り組みを実施した

PROGテスト 6月に実施した

Q-Uテスト

1年生（休学者を除く168名）を対象に10月8
日にhyper-QU（アンケート）を実施した。結果
については1１月に各学級担任へ配付した
（結果の学生へのフィードバックについては
各学級担任会に一任）。なお、結果の一部に
ついては学生相談支援室長に共有した。

A 目的を達成し
た

学校適応感尺度
調査

全学生を対象に、紙媒体で調査を実施した。
調査は学校生活等に関する「肯定感」、「進
路目標」、「学習意欲」、「規則意識」、「友人
関係」、「家族関係」、「ネット依存性」、「自殺
親和性」、「居心地の良さ」、「課題・目的の存
在」、「劣等感」、「部活」、「寮生活」、「研究活
動」、「教員との関係」の15因子である。
集計結果（レーダーチャート、自由記述）を担
任へ共有し、気がかりな学生について担任
が適宜面談を実施した。（※「自己肯定感」
「自殺親和性」「研究活動」「教員との関係」
の回答結果は担任には共有せず、学生相談
支援室で管理。学生には、「担任に知らせな
い」ことを明示し、回答させているため）
結果をもとに学生相談支援室が個別にコン
タクトを取り、16名にカウンセリングを実施し
た。

A 目的を達成し
た

いじめ防止週間
（体育競技会、高
専祭）

いじめ防止週間を12月に設けた。
教職員向けいじ
め等に関する研
修

3月に実施

人権週間

法務省の人権擁護機関が定める人権週間
（12/4～12/10）に先立ち、インターネット人
権相談受付窓口を学生へTeamsにて案内し
た。

A　目的を達成し
た

FD活動

11月10日に、「都城高専自殺防止体制の構
築」のテーマでFD活動を教員会議の中に組
み込んで開催した。校長の進行により、児童
生徒の自殺予防に関する普及啓発協議会
の報告を共有するとともに、本校の自殺予防
対策として「自殺予防」と「自殺既遂防止」の
観点ですすめることが共有された。

A 目的を達成し
た

クラスマッチ
全学年同時開催でクラスマッチを実施した。
当日は学年や学科を超えて競技を行い、学
生間の繋がりを深めることができた。

A 目的を達成し
た

個別面談
随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

A 目的を達成し
た

人権週間 11月に周知した。
ナイトカフェイベン
ト

夜間ハイクの代替イベントとして新たに企画
し開催された。キャンドル型のライトでライト
アップされた第一体育館内で、飲み物をやス
ナックをつまみながら、カードゲームなどを楽
しんだ。

＊ 計画外の取り
組みを実施した

いじめ防止週間

いじめ防止週間を、12月15日(月)から19日
(金)に設定した。期間中、学生会主催でいじ
め防止川柳大会を実施し、学内の学生共用
スペースに掲示した。学生が自ら考え企画
する活動を、教職員が支援・協力することに
より、学校全体で「いじめを許さない」意識を
涵養し、いじめ防止に取り組むことができ
た。

A 目的を達成し
た

教職員向けいじ
めに関するセル
フチェック

本校いじめ防止等基本計画に基づくセルフ
チェックリストを、2月24日～3月3日の期間で
全教職員を対象に実施した。教職員の意識
を高め、理解を促した。

A 目的を達成し
た

FD活動 11月に実施

個別面談
修学における支援および入学前相談希望に
係る調査をもとに、新入学生、保護者及び関
係教員と面談を実施する予定

A 目的を達成し
た

教職員向けいじ
め等に関する研
修

　3月19日～3月31日までの期間で、全教職
員を対象としたいじめ防止等研修（動画視
聴）を実施した。教職員の意識を高め、理解
を促した。

A 目的を達成し
た

外部評価組織等
による検証

いじめ防止等に向けた取り組みについて、大
分高専及び鹿児島高専と相互評価実施中

実施中

新入生入学前の
面接

修学における支援および入学前相談希望に
係る調査をもとに、新入学生、保護者及び関
係教員と面談を実施した

A 目的を達成し
た

新担任学習会

新担任を対象に、スクールカウンセラーによ
る研修会（本校学生の傾向や特性のある学
生との関わり方等についてのレクチャー）を
実施する予定。

3月実施予定
次年度計画の作
成、評価及び改
善の公表

いじめ対策委員会において、今年度の振り
返り及び次年度計画の策定を行った。

3月実施

中間評価と情報
共有

情報共有が必要な案件等がないかを確認し
た。

A 目的を達成し
た2 個別面談

学生相談支援室長、スクールカウンセラー及
びスクールソーシャルワーカーによる面談
を、オンラインを含めて実施した。

A 目的を達成し
た

中間評価と取り
組みの改善

学生間のいじめ案件について、今後の指導
方針を決定するとともに、情報共有が必要な
案件等がないかを確認した。

A 目的を達成し
た
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A 目的を達成し
た

新年運試しイベン
ト

12月に予定していたクリスマス会が、インフ
ルエンザ感染拡大のため延期になり、1月20
日（火）に催しの名称を変更して開催された。
抽選会など各種イベントが行われ、多くの寮
生が参加し楽しいひとときを過ごした。

学生相談支援室長、スクールカウンセラー及
びスクールソーシャルワーカーによる面談
を、オンラインを含めて実施した。

A 目的を達成し
た

個別面談
随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

A 目的を達成し
た

個別面談
随時、担任、学生相談支援室長、スクールカ
ウンセラー及びスクールソーシャルワーカー
による面談を実施した。

授業担当者会議

後期中間試験終了後に予定どおり実施し
た。（低学年生）授業担当者と担任間で、学
生に係る情報共有を行い、以降の学生指導
に繋げた。

A 目的を達成し
た

FD活動

1月13日に、高専機構本部主催、東京で開催
された「第２２回全国高等専門学校学生支援
担当教職員研修の内容」に参加した教員が
中心となって実施した。寮務主事による基調
講演の後、参加教員3～4人で1つのグルー
プになり、仮定したケースに対してどのような
合理的配慮を提供、支援等の対応ができる
かを討論し、発表するグループワークを行っ
た。また、１１月のFD活動での内容を踏ま
え、自殺予防・防止に係る仕組みと体制の詳
細について学生主事が説明した。

＊　計画外の取り
組みを実施した

＊　計画外の取り
組みを実施した

11月5日（水）に第2体育館で寮生総会を開催
した。事前にFormsでアンケートを実施し、寮
生から寄せられた困りごとや質問に対して、
寮生会及び寮指導部から回答があった。
また、新寮生会役員の就任について承認が
なされた。

A 目的を達成し
た

いじめ防止等の
取組に関する評
価・改善の公表

1月に実施した。

A 目的を達成し
た

寮生総会11

A 目的を達成し
た

学生支援関連講
話など　（1年生お
よび2年生）

12月24日(水)メディア総研より講師を招いて2
年生を対象として「高専生のための価値観
発見ワークショップ～人生を描く力を育てよう
～」と題し、これからの人生をキャリアと捉
え、その形成や価値観について考えるワー
クショップを実施した。

B　おおむね達成
した

学生向けいじめ
に関するアン
ケート調査

12月から1月にかけて実施した。

1

3

12

中間評価と取り
組みの改善

学生間のいじめ案件について、今後の指導
方針を決定するとともに、情報共有が必要な
案件等がないかを確認した。

学生向けいじめ
に関するアン
ケート調査

全学生を対象に12月2日から1月6日までの
期間、Formsにていじめに関するアンケート
調査を実施し、592名の学生から回答を得
た。
なお、回答内容を受け、学生指導部が学生
相談支援室と連携し  名の学生と面談を実
施し、全て完了している。また、アンケートの
結果については、2月開催のいじめ対策委員
会にて報告を行った。

個別面談
こころと体の健康
調査

1～4年生を対象に、紙媒体でいじめについ
ての項目を追加し、調査を実施した。学生相
談支援室で集計し、結果（リスク別の人数、
コメント）を担任に情報共有した。また、高・
中高リスク者に対して、個別にコンタクトをと
り、カウンセリングを実施中。必要に応じて、
次年度の担任へ情報共有を行う予定。

A 目的を達成し
た
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